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1. 平成30年3月期第1四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第1四半期 18,282 45.1 926 14.8 912 22.1 584 37.5

29年3月期第1四半期 12,596 22.8 806 49.8 747 27.8 424 14.5

（注）包括利益 30年3月期第1四半期　　584百万円 （31.0％） 29年3月期第1四半期　　446百万円 （14.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第1四半期 16.60 14.39

29年3月期第1四半期 11.69 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第1四半期 22,047 5,730 25.4

29年3月期 23,144 5,735 24.2

（参考）自己資本 30年3月期第1四半期 5,602百万円 29年3月期 5,607百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

30年3月期 0.00

30年3月期（予想） ― ― ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 70,000 21.6 4,200 23.0 4,100 22.7 2,800 37.7 78.98

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期1Q 35,448,200 株 29年3月期 35,448,200 株

② 期末自己株式数 30年3月期1Q 470,100 株 29年3月期 126,900 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期1Q 35,195,185 株 29年3月期1Q 36,348,965 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想のご利用にあたっての注
意事項等については、添付書類Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日～平成29年６月30日）におけるわが国経済は、企業業績や雇用環

境の改善などにより全体的には緩やかな回復基調で推移したものの、新興国など海外経済の不確実性に加え、中

東・北朝鮮における地政学的リスクの高まりなどにより、先行きは不透明な状況が続いております。

当社グループを取り巻く環境といたしましては、有効求人倍率の上昇による採用難とともに、改正労働契約法で

求められる有期契約社員の無期転換の開始が平成30年に迫っていることなどの影響により、電子部品・半導体分野

と比べ、派遣活用に慎重だった自動車関連分野においても、非正規労働力における派遣活用に向けた動きが本格化

してまいりました。また、大規模人数需要が拡大するとともに、労働者の権利保護などのコンプライアンス意識の

高まりを受けて、派遣事業者の選別が進んでおります。

このような状況の下、当社グループでは全国規模での採用基盤を背景として、顧客企業の大規模な人材ニーズに

対し、配属時期と人数を確約する「コミット受注」により確実な配属を実現するとともに、大手企業グループに対

して総合的な人材サービスを提案することでさらなる関係強化を図ってまいりました。一方で、今後のさらなる需

要拡大に応えるための採用活動の前倒しや、エンジニアリング事業における事業基盤強化など、事業規模の拡大に

向けた先行投資を行ってまいりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高18,282百万円（前年同期12,596百万円、45.1％の増収）、営業

利益926百万円（前年同期806百万円、14.8％の増益）、経常利益912百万円（前年同期747百万円、22.1％の増益）、

親会社株主に帰属する四半期純利益584百万円（前年同期424百万円、37.5％の増益）、技術職社員数は16,519名

（前年同期11,764名、4,755名の増加）となりました。

（マニュファクチャリング事業）

　マニュファクチャリング事業においては、国内メーカーにおける大規模人数需要の拡大とコンプライアンス意識

の高まりを受け、全国トップクラスの規模と高い配属実績を持つ当社グループへの受注が続いております。特に、

スマートフォンや車載機器向けの半導体・電子部品分野を中心に大人数の人材派遣需要が拡大しました。

　以上の結果、売上高13,559百万円（前年同期9,070百万円、49.5％の増収）、セグメント利益849百万円（前年同

期608百万円、39.6％の増益）、技術職社員数13,077名（前年同期9,237名、3,840名の増加）となりました。

（ソリューション事業）

　ソリューション事業においては、総合的な人材サービスの提案などにより大手メーカーとの関係強化を進めたこ

とで売上高が増加しました。また、電池製造分野での請負業務における生産性が向上したことにより売上総利益率

が向上しました。

　以上の結果、売上高2,365百万円（前年同期1,837百万円、28.8％の増収）、セグメント利益192百万円（前年同期

162百万円、18.4％の増益）、技術職社員数1,781名（前年同期1,355名、426名の増加）となりました。

　

（エンジニアリング事業）

　エンジニアリング事業においては、産業界の慢性的なエンジニア人材不足に応えるため、新卒採用に加えて、マ

ニュファクチャリング事業等に所属する製造オペレーターを設計・開発エンジニアへのキャリアチェンジを推進す

るグループ内転職制度「One UT」により技術職社員を拡充させ、売上高は前期比で大幅に増収となりました。しか

しながら、新卒採用数の増加に伴う一時的な稼働率低下に加え、事業基盤を強化するためのエンジニア育成体制の

構築やのれん償却費などが増加したことによりセグメント利益は大幅な減益となりました。

　以上の結果、売上高2,378百万円（前年同期1,685百万円、41.1％の増収）、セグメント損失94百万円（前年同期

はセグメント利益32百万円）、技術職社員数1,661名（前年同期1,172名、489名の増加）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は16,924百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,650百万円減

少いたしました。これは主に現金及び預金が2,407百万円減少したことによるものであります。固定資産は5,119

百万円となり、前連結会計年度末に比べ554百万円増加いたしました。これは主にのれんが461百万円増加したこ

とによるものであります。

この結果、総資産は22,047百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,097百万円減少いたしました。

(負債)

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は11,183百万円となり、前連結会計年度末に比べ712百万円減少

いたしました。これは主に未払金が252百万円、賞与引当金が348百万円及び未払法人税等が482百万円減少したこ

とに対し、未払費用が386百万円増加したことによるものであります。固定負債は5,133百万円となり、前連結会

計年度末に比べ379百万円減少いたしました。これは主に長期借入金が408百万円減少したことによるものであり

ます。

この結果、負債合計は16,316百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,092百万円減少いたしました。

(純資産)

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は5,730百万円となり、前連結会計年度末に比べ４百万円減少

いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益584百万円計上しましたが、自己株式の取得609百

万円による減少であります。

この結果、自己資本比率は25.4％(前連結会計年度末は24.2％)となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年５月11日発表の平成30年３月期通期の業績予想に変更はありません。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理

　 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

　用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合は、法定実効税率

を使用する方法によっております。
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３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,470,066 6,062,118

受取手形及び売掛金 8,846,852 9,416,080

原材料及び貯蔵品 998 2,125

繰延税金資産 560,893 581,953

その他 804,514 901,787

貸倒引当金 △109,259 △40,027

流動資産合計 18,574,065 16,924,037

固定資産

有形固定資産 206,635 235,688

無形固定資産

リース資産 9,537 10,166

ソフトウエア 245,912 260,144

のれん 2,036,321 2,498,202

その他 34,784 18,455

無形固定資産合計 2,326,556 2,786,969

投資その他の資産

投資有価証券 31,793 7,693

長期貸付金 19,759 55,523

長期前払費用 1,457,420 1,454,816

繰延税金資産 206,924 213,351

その他 370,935 420,533

貸倒引当金 △55,558 △55,558

投資その他の資産合計 2,031,275 2,096,360

固定資産合計 4,564,467 5,119,018

繰延資産 6,402 4,717

資産合計 23,144,935 22,047,772
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部

流動負債

短期借入金 253,236 250,000

1年内返済予定の長期借入金 1,847,560 1,861,768

未払金 1,181,649 929,215

未払費用 3,957,574 4,343,840

リース債務 5,608 5,463

未払法人税等 775,740 293,318

未払消費税等 1,540,953 1,277,254

賞与引当金 799,297 450,680

役員賞与引当金 55,000 7,500

預り金 957,255 1,287,803

その他 522,288 476,753

流動負債合計 11,896,165 11,183,598

固定負債

社債 150,000 150,000

長期借入金 5,209,156 4,800,881

リース債務 6,528 5,008

退職給付に係る負債 59,191 69,390

その他 88,251 107,981

固定負債合計 5,513,127 5,133,261

負債合計 17,409,292 16,316,859

純資産の部

株主資本

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 236,159 236,159

利益剰余金 4,938,375 5,534,657

自己株式 △68,906 △669,918

株主資本合計 5,605,627 5,600,897

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,958 1,958

その他の包括利益累計額合計 1,958 1,958

新株予約権 128,057 128,057

非支配株主持分 ― ―

純資産合計 5,735,642 5,730,913

負債純資産合計 23,144,935 22,047,772
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 12,596,540 18,282,486

売上原価 10,099,237 14,793,379

売上総利益 2,497,302 3,489,107

販売費及び一般管理費 1,690,381 2,562,753

営業利益 806,921 926,353

営業外収益

受取利息 498 146

保険解約返戻金 31,867 13

その他 5,600 6,574

営業外収益合計 37,965 6,734

営業外費用

支払利息 15,169 12,816

支払手数料 8,140 4,837

貸倒引当金繰入額 55,558 ―

その他 18,724 3,027

営業外費用合計 97,592 20,682

経常利益 747,293 912,406

特別利益

特別利益合計 ― ―

特別損失

固定資産除却損 ― 37

災害による損失 43,014 ―

特別損失合計 43,014 37

税金等調整前四半期純利益 704,278 912,368

法人税等 258,123 328,071

四半期純利益 446,155 584,297

非支配株主に帰属する四半期純利益 21,330 ―

親会社株主に帰属する四半期純利益 424,825 584,297
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 446,155 584,297

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △69 ―

その他の包括利益合計 △69 ―

四半期包括利益 446,086 584,297

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 424,756 584,297

非支配株主に係る四半期包括利益 21,330 ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は下記日程で、資本効率の向上及び株式需給の改善を通じて当社株式の価値ならびに、将来への成長投資

　バランスの向上を図るとともに、効率的な資本政策の遂行を可能とするため、平成29年５月11日開催の取締役会

　決議に基づく自己株式の取得を行いました。

　 自己株式の取得

　・取得期間 平成29年５月12日～平成29年６月８日

　・取得株式数 普通株式359,500株

　・取得総額 609,862,700円

　・取得の方法 東京証券取引所の自己株式立会外買付取引(ToSTNeT-3)による買付け及び東京証券取引所JASDAQ

市場における信託方式による市場買付け

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　（税金費用の処理）

　 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

　 適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合は、法定実効

税率を使用する方法によっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日）

　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

マニュファク
チャリング

事業

ソリュー
ション事業

エンジニア
リング事業

計

売上高

外部顧客への
売上高

9,070,598 1,837,257 1,685,184 12,593,040 3,500 12,596,540

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 9,070,598 1,837,257 1,685,184 12,593,040 3,500 12,596,540

セグメント利益 608,346 162,593 32,481 803,421 3,500 806,921

　(注) １．セグメント利益の調整額は非連結子会社からの経営指導料であります。

　 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 （のれんの金額の重要な変動）

　 「エンジニアリング事業」セグメントにおいて、平成28年５月16日に株式会社アテックスの株式を取得し、

　連結の範囲に含めたことに伴い、当第１四半期連結累計期間において、のれんが231,529千円増加しておりま

　す。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

マニュファク
チャリング

事業

ソリュー
ション事業

エンジニア
リング事業

計

売上高

外部顧客への
売上高

13,538,619 2,365,493 2,378,373 18,282,486 ― 18,282,486

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

20,460 300 ― 20,760 △20,760 ―

計 13,559,079 2,365,793 2,378,373 18,303,246 △20,760 18,282,486

セグメント利益
又は損失（△）

849,067 192,461 △94,774 946,753 △20,400 926,353

　(注) １．セグメント損失の調整額にはセグメント間取引消去及び各報告セグメントに配分していない全社費用が

含まれております。

　 ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 （のれんの金額の重要な変動）

　 「エンジニアリング事業」セグメントにおいて、平成29年４月28日に株式会社Lei Hau' oliの株式を取得し、

　 連結の範囲に含めたことに伴い、当第１四半期連結累計期間において、のれんが555,521千円増加しておりま

　 す。
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　 ３．報告セグメントの変更等に関する事項

　当社グループは、これまで以上に迅速かつ的確な意思決定を行うため、収益管理区分の変更を行いました。

これに伴い、当第１四半期連結会計期間より、従来「製造派遣」「エンジニア派遣」としていた報告セグメン

トの区分を、「マニュファクチャリング事業」「ソリューション事業」「エンジニアリング事業」に変更して

おります。また、報告セグメントごとの業績をより適切に反映させるため、ＵＴグループ株式会社の本社経費

の配分基準を見直し、報告セグメントの利益又は損失の算定方法の変更を行っております。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については変更後の区分方法及び配分基準に基づき作成

したものを記載しております。
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